
ふれあいセンター協同 

デイサービスセンターひまわり ふれあいセンター協同 2階 
安佐南区西原九丁目８－２２ 

電話：874-408５    FAX：874-4093   管理者：鬼塚 

●写真の掲載につきましてはご利用者様・ご家族様の了解を頂いています。 

昼食付無料体験利用実施中！！☆お気軽にお問合せください☆ 

☆過去のひまわり通信は、ホームページで見ることができます☆ 

「ふれあいセンター協同」で検索してみてください！ 

                                      

 

 

 

                           

                            

 

                                                     

日 月 火 水 木 金 土 

 

 
 1 日 

トランプ 

ゲーム 

2 日 

書道教室 

手芸クラブ 

ゲーム 

3 日 

トランプ・将棋 

体操 

4 日 

書道教室 

ゲーム 

5 日 

トランプ 

ゲーム 

6 日 

休み 

 

7 日 

詩吟・将棋 

カラオケ 

8 日 

トランプ 

体操 

9 日 

書道教室 

手芸クラブ 

ゲーム 

10 日 

グルメデー 

トランプ・将棋 

ゲーム 

11 日 

書道教室 

体操 

12 日 

トランプ 

ゲーム 

13 日 

休み 

 

14 日 

詩吟・将棋 

ゲーム 

15 日 

トランプ 

ゲーム 

16 日 

書道教室 

手芸クラブ 

体操 

17 日 

トランプ・将棋 

ゲーム 

18 日 

書道教室 

ゲーム 

19 日 

トランプ 

カラオケ 

20 日 

休み 

21 日 

詩吟・将棋 

体操 

22 日 

トランプ 

ゲーム 

23 日 

書道教室 

手芸クラブ 

ゲーム 

24 日 

トランプ・将棋 

カラオケ 

25 日 

書道教室 

ゲーム 

26 日 

トランプ 

ゲーム 

27 日 

休み 

28 日 

詩吟・将棋 

ゲーム 

29 日 

トランプ 

体操 

30 日 

書道教室 

手芸クラブ 

ゲーム 

31 日 

休 

 

  

 

グルメデー 

 ２０２０年 

ひまわりからのお知らしらせ① ～年末年始～ 

質向上の為の教育システムの紹介 

 年末年始のお休みは 12/31～1/3 となっています。12/30 までは通常通りご利用いただけますの

で、よろしくお願いいたします。今年はコロナの影響で、不自由を感じられたり、利用しにくかった部分もあ

ったと思います。お休みされる方も多く、ひまわりも経営的に厳しい状況が続いていました。5 月には 1 日

平均利用者数が 21.1名まで落ち込みましたが、皆様のご理解、ご支援等あり、現在は 25.3名まで回復し

ました。ただ、ニュースを観ると、冬場になり再び感染が拡大しています。引き続き、感染対策を講じなが

らの営業となりますので、今後もご協力をよろしくお願いいたします。 

ひまわりからのお知らしらせ② ～コロナ対策～ 

 これから、クリスマスや年末年始、が控えており、Go To キャンペーンも継続しています。忘年会や新年

会シーズンでもあり、私たちとしては「何としてもひまわりで感染させるわけにはいかない」と、危機
感を募らせています。そこで皆さんにも再度の以下のことに対してお願いしたいと思います。 

① 発熱や咳、息切れ、倦怠感等、感染を疑わせる症状がある場合には、利用を控えてください。また、

利用中に同様の症状が見られた場合には、帰宅していただくことになると思いますので、予めご了承く

ださい。 

② ご本人に症状がなくても、ご家族に感染を疑わせる症状がある場合には、利用可能かどうか、必ずご

連絡ください。 

③ 日常生活において、3 密(密閉、密集、密接)の回避を実践するとともに、感染拡大地域への往来を控

えてください。感染拡大地域の方との接触も控えるようお願いいたします。また、ご本人と接触される可

能性のあるご家族も同様に控えるよう、よろしくお願いいたします。 

④ ご本人、または同居のご家族が感染拡大地域へ往来された場合は、帰宅後 2 週間利用を控えて

いただいていますので、必ず連絡してください。また、感染拡大地域の方が帰省されたり、ご家族が

感染拡大地域の方と交流されたりした場合には、2 週間利用を控えていただく場合がございま

すので、必ず連絡してください。 

※以上に対する、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。不明な点等ありましたら、ご連絡ください。 

 皆さんは、介護が必要になった場合に、「どのような人に介護をしてもらいたい」と思いますか？ 

寄り添って話を聞いてくれる人、なんでもお手伝いしてくれる人、とにかく美人さん、介護がうまい人、など

様々な意見があるでしょう。 

 もちろん、人間性や接遇面は大切な要素ですが、少しでも水準の高い技術や知識があることも重要な要

素です。 

 ひまわりでも、選ばれる事業所を目指す為にも、これらの能力を個々に高める必要があると考えており、

自分たちの介護に自信を持って仕事を行うためにも、様々な研修制度により日々勉強しています。内部研

修（OJT）でどのような教育活動をしているか、ということは、なかなか伝える機会もないので、１２月号で紹

介してみたいと思います。 

チェックリスト 

 広島医療生協の福祉部門には、「技術面」「知識面」２種類の全事業所共通のチェックリストがあります。

基礎的な介護技術、利用者への対応、介護保険制度の知識などを先輩職員が指導、評価するシステム

です。ひまわりでは、グループに分け、競いながらチェックリストを進めており、介護技術や介護保険制度

知識の成果発表を定期的に開催しています。 

介護プロフェッショナルキャリア段位制度 

内閣府が主体となり平成２５年度から本格的に全国で事業が開始されました。新しい職業能力を評価する

仕組みであり、法人や施設ごとにバラバラに行われている評価に共通のものさしを作り、これに基づいた

人材育成を目指しています。「わかる（知識）」と「できる（実践的スキル）」の両面から評価を行う制度であ

り、両面を満たすことで資格として 1～7 段階のレベル認定を受けることができます。具体的には、ヘルパ

ー２級で「わかるレベル 2」、介護福祉士で「わかるレベル 4」となります。これにより、「実際に現場で何がで

きるか」を評価しています。 

 

その他 

① 中央保健生協や福山医療生協、生協ひろしま等と一緒に講師を

招いての研修会（他県や他法人の長所を学ぶ等） 

② 広島共立病院を中心に、職員の位置づけに合わせた研修制度

（地域包括ケア、SDGs等） 

③ 福祉職員だけを対象にした研修会（専門知識や連携等） 

④ ふれあいセンター協同の合同学習会（接遇や制度等） 

⑤ 事業所内研修（ロールプレイや介護技術等） 

 

       これらの教育システムにより、皆が自信を持って 

    質の高いサービスを提供できることを目指しています☆ 

 

 


